レキシ ケンキュウ ハ チンモク ヲ ヤブル コト ガ デキル ノカ by 粟屋, 利江 et al.
一九四七年、イギリス植民地支配からインドとパキスタ
ンという二つの国民国家が分離して独立した
（英語では
Partition
と呼ばれる）
。国境線は「宗教」を指標にして恣意的
かつ拙速に引かれた。その結果、国境線を超える空前の人びとの移動が起こり、その過程は、大規模な殺戮と略奪、子女の拉致・レイプをともなった。二〇万から二〇〇万とされる人が命を落とし、一 〇〇万ほどの人びとが故郷を失い、拉致・レイプされた女性の数は、約七万五〇〇〇人とされる。
ウルワシー・ブターリア著『沈黙の向こう側――インド・
パキスタン分離独立と引き裂かれた人々の声』 分離独立に関するそれまでの歴史研究や公式の見解が沈黙を課してきた人々の体験と記憶に迫ろうとする研究の先駆けになった作品である。著者はインド独立後、一九五二年に生まれている。 「記憶にある限り昔から、私はフェミニストと
自称してきた」
（三四二頁）
ブターリアは、一九八四年、イ
ンド初のフェミニスト出版社「カーリー・フォー・ウィメン」の創設者の一人となった。両親はインドへの移住を体験している。
分離独立を理解するためには、政治過程よりも、それが
人々にどのように記憶されているかが重要であるというブターリアの確信は、あまりに悲惨な話に心が折れそうになりながらも七〇名ほど インタビューを遂行させる力となった。また、彼女のフェミニストとし の タンスは、分離独立を体験した女性と子供 記憶に焦点を当てさせた。彼女自身は人びとの分離独立の体験と記憶が残されることが、インドの現在と将来にとって意義がある 信じ がらも、辛い体験を語るこ を躊躇する人々を前にして、 「どうして私たちは、彼
マ
らマ
が語ること、沈黙を破ること自体が
いいことだと言えるのだろうか」
（二八頁）
とインタビュー
の倫理を問う。こうした倫理の問題のみならず、 記憶が 「ありのままの」事実を伝えるものでもなく、 と忘却は選択されることなどをめぐって、方法論について自問自答を繰り返しながら困難な作業を進めるブターリア 姿に、読者の多くは共感を抱くであろう。
彼女のフェミニズムは、従来の分離独立研究が軽視して
きた幾つかの事象をあぶりだした。その一つが、もっぱら家族やコミュニティのあいだだけ 語り継がれてきた女ちの「殉教」の実態である。イスラム教徒の暴徒に囲まれた際に、親族男性によって殺された 、集団で井戸に飛び込んで自殺したりしたシク教徒 女性たち。レイプや強制改宗から逃れた女性 ちは、男性親族による「暴力」 犠牲者なのではなく シク教の名誉を守った「殉教者 として読み替えられた。 「殉教」が強調されることは、生きることを願ったかもしれない の意思 存在を否定し 拉致され生き延びた女性の存在を忘却させる。
また、分離独立直後から開始された、インド・パキスタ
ン両国家による、拉致された女性たちの交換政策に、ブターリアはフェミニストの立場 批判的な考察を加える。行方不明となった女性や子供の捜索を求める人々 訴えを個々人の訴えを超えて国家の名誉・男ら さを賭け、女自身の意思を無視して奪還する政策へと移行させ ジェン
ダー言説を、ブターリアは明らかにする。
著者は最終章で、人々が話したがらない、つまり、 「沈
黙する」背景に思いを巡らせる。興味深いのはブターリアが、拉致され、その後 国家によってインド 引き戻された女性たちの沈黙を「抗議」として解釈しようとして る点である。しかし、そもそもブターリアは、そ た女性たちの声を積極的に聞こうと努力したようには本書からは読み取れない。拉致やレイプの証言はいずれも間接的である。筆者は彼女たちの沈黙を破る必要があると主張しるのではない。ブターリアがその努力をあえてしなかったとしたら、それ 、拉致・レイプという体験 した女性たちの沈黙を何重にも取り囲む、強固で根深いジェンダー規範こそを示しているのであろう
本書の第七章「周縁」
（
’M
argins ’）
が訳出されなかったの
は実に悔やまれる。是非、英語のオリジナルを手に取り、同章を読んでもらいたい。
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